
一般社団法人日本肩関節学会学術集会会長選出規則 
 
（趣 旨） 
第１条 この規則は、一般社団法人日本肩関節学会定款第３９条および第４０条に基づき、

学術集会会長選出に関する事項について定める。 
 
（会長等） 
第２条 学術集会には、会長・次期会長・次々期会長（以下、三者を併せて「会長等」と

いう。）各１名を置く。 
２ 学術集会の会長等は、自ら当該学術集会を主宰するほか、この規則に定めるところに

従って学術集会の開催および運営に関する事項を決定する。 
３ 会長は、その任期中に理事長を兼任することができない。 
 
（選挙権および被選挙権） 
第３条 学術集会会長選挙における選挙権は、理事および代議員がこれを有する。 
２ 学術集会会長選挙における被選挙権は正会員が有する。 
 
（選挙管理） 
第４条 この規則による選挙の管理執行は、選挙管理委員会が行う。 
 
（選挙の告示） 
第５条 選挙管理委員会が会長等の選任を定時社員総会の議題としようとするときは、６

月末までに適当な方法で告示するものとする。 
 
（立候補および通知） 
第６条 会長等の候補者になろうとする者は、７月末までに選挙管理委員会宛てにその旨

を申請しなければならない。 
２ 前項の申請に当っては、申請者は、代議員３名の推薦状と所信表明を選挙管理委員会

に提出しなければならない。 
３ 第１項に基づいて申請した者がそれを撤回するときは、社員総会の６週間前までに、

申請者本人の自署による立候補撤回届を選挙管理委員会に提出するものとする。 
４ 選挙管理委員会は、８月末までに立候補者の氏名、所信表明を適当な方法で公示する

ものとする。 
 
（選挙期日） 
第７条 法令の定めによる。なお、法令では理事会で決議した場合、招集通知を発した日



から２週間を経過した日以後の特定の時を書面及び電磁的方法による議決権行使期限とす

ることができるとされている（一般社団法人法施行規則第４条）。 
 
（当選人の決定および投票） 
第８条 学術集会会長等を選任するための決議は、総代議員の議決権の過半数を有する代

議員が出席し、出席した当該代議員の議決権の過半数をもって行う。 

２ 第１項の議決が過半数に満たない場合には上位 2 名の決選投票とする。 
３ 立候補者が１名の場合は信任投票とし、信任は出席した代議員の３分の２以上を要す

る。 
４ 棄権、白票の取り扱いは次のとおりとする。 
棄権：欠席扱いとする。 
白票：出席扱いとし、信任投票では不信任に投じたものとする。 
ここでいう棄権とは書面投票の場合は、書面不提出であり、Web 投票の場合は、Web 投票

に参加しないことである。また、書面を白紙で提出した場合は、白票扱いとする。 
複数人の候補者がいる場合に、一部の候補者に対してのみ棄権を投じることはできないこ

ととする。 
 
（学術集会会長への通知等） 
第９条 理事長または選挙管理委員会は、選挙終了後速やかに当選人に対し当選の旨を通

知し、学術集会会長への就任の意思を確認しなければならない。 
 
（会長等代行者の選任等） 
第１０条 在任中に会長等に事故があったときは、理事長は、理事会の承認を得た上で、

会長等を代行する者（以下「会長等代行者」という。）を選任するほか、その学術集会の開

催に支障を及ぼさないよう措置を講ずることとする。 
２ 会長等代行者を選任したときは、理事長は、その旨を速やかに代議員に報告しなけれ

ばならない。 
 
（補則） 
第１１条 この規則に定めがなく、実施上補足を要する事項は、その都度理事会の定める

ところによる。 
 
第１２条 この規則の改正は、理事会および社員総会の承認を必要とする。 
 
（附則） 
この規則は、一般社団法人日本肩関節学会の設立の翌日から施行する。 
 



平成２６年８月１日 

変更：令和六年１０月２４日 


